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 フリー系のＵＮＩＸとしてまず出てきたのが、ＢＳＤ系と呼ばれる主流である

ＵＮＩＸのなかで、一部で使用していたＳｙｓｔｅｍ－Ⅴのコードを、独自の

コードに変更した４．４ＢＳＤ－Ｌｉｔｅです。これが誰でも使用できるＵＮＩ

Ｘ－ＯＳとなりました。そして、この４．４ＢＳＤ－Ｌｉｔｅがこの後に出てく

るＦｒｅｅＢＳＤ、ＮｅｔＢＳＤ、ＯｐｅｎＢＳＤなどのＢＳＤ形ＰＣ－ＵＮＩ

Ｘの元となりました。 

一方で、ヘルシンキ大学のりナス・トーボールズが、ＡＴ＆Ｔとはまったく何

のかかわりもなく、軽く作り上げてしまったのが「Ｌｉｎｕｘ」です。カーネル

のコードがまったくオリジナルであるため、ＡＴ＆Ｔを含め誰からも文句の言わ

れることのないフリーのＵＮＩＸ－ＯＳとなりました。このＬｉｎｕｘという名

称は、厳密にはＵＮＩＸ－ＯＳをさすのではなく、このカーネル部分を指しま

す。では、それ以外のＵＮＩＸの機能を提供するコマンドはどうかといえば、す

べてが世界中のボランティアが開発したフリーソフト（最近ではオープンソース

ソフトといっていますが）を使っています。 

最近のワークステーションなどの商用ＯＳはＳｙｓｔｅｍⅤ系を使うことが多

いですが、主流となっているＳｙｓｔｅｍⅤ系もＢＳＤ系も機能的には両者のよ

いところを取り入れるなどして統合化が進んでいるため、違いはほとんどなく

なっています。 

それに対して、ＦｒｅｅＢＳＤやＬｉｎｕｘなどのフリー系のＵＮＩＸは、世

界中の有志によって保守・改良が施され、各種ハードにも移植が進んでいます。

日本でも日本特有の機器に対して京都大学などで移植が進んでいます。ＵＮＩＸ

やＷｉｎｄｏｗｓなどの商用ＯＳに対比した場合、フリー系のＵＮＩＸはその開

発形態や配布方法が独自でであることも注目を集めている理由です。 

ＵＮＩＸは、世界中の先端エンジニアが腕を競って作り上げたＯＳで、初めは

契約さえ結べばソースコードを手に入れることができ、ベンダーが独自の機能を

追加して販売することができました。そういった意味ではニーズに合ったシステ

ムを選択する自由を持つ、健全な競争原理を維持してきたということができま

す。 

フリー系のＯＳといえば、個人的に使う上では問題はないが、ビジネスに利用

しようとすればその保守などに不安があるものでした。しかし、Ｌｉｎｕｘなど

は、世界中のエンジニアが使い、いろいろな情報をインターネットなどを通して

流しているために、性能的には非常に安定しているといっていいと思われます。

新技術に対しても、世界中で改良を行っているわけですから、必要なものが必ず

あるといっても過言ではないかもしれません。今後は、ネットワーク用のＯＳと

して、重くなりすぎたＯＳが多い中、ひとつの選択肢としてなりうるものと考え

られます。 

 

 

 



 

（情報誌トピックス） 

 

○日経エレクトロニクス  １月２５日号 

  特集  読者が選ぶ１９９９年版ヒット商品 ブランド力で勝つ 

        →毎年恒例のヒット商品調査。増える一方の商品の中で、選びにくくなる

ユーザは強い「ブランド力」が選択の一部になっている。ブランドで

ヒットを生み、ブランドでシェアを保つ。 

  解説  ＨＡＶｉとＪｉｎｉ、家庭を舞台に激突 

        →デジタルインターフェースを持つ家庭用機器が増える中で、各社の機器

を接続する使用として「ＨＡＶｉ」と「Ｊｉｎｉ」が激突している。Ａ

Ｖ機器に特化したＨＡＶｉと特定の機器を想定していないＪｉｎｉ。仕

組みは似ているが互換性はない。 

                                                                            

○日経パソコン  １月２５日号 

  特集  企業が求めるＰＣスキル 

        →企業内で「パソコンできる」とはどういうことか。転職などに必要なＰ

Ｃスキルの中身は。 

  特集  Ｗｉｎｄｏｗｓ９５/９８の「レジストリ」探検 

        →Ｗｉｎｄｏｗｓ９５/９８の設定情報を一手に担うデータベースである

「レジストリ」。レジストリを操作することによって色々なカスタマイ

ズができるが、操作することは危険も伴うのでご注意 

                                                                            

○日経バイト  ２月号 

  特集  マイクロソフト以外の選択肢 

        →パソコン業界を引っ張ってきたマイクロソフト。しかし、寡占化するよ

うになって産業界、消費者保護運動から将来を危惧する動きが出てき

た。 

  特集  台頭するＰＣワークステーション 

        →ＷｉｎｄｏｗｓＮＴを搭載したＰＣワークステーションが急成長してい

る。ＵＮＩＸワークステーションと遜色ない性能とパソコンと同程度の

低価格で手に入るためで、シリコングラフィックスのワークステーショ

ンもＷｉｎＮＴを搭載して新登場した。 

  解説  インターネットの図書館を目指すＯｒａｃｌｅとＭｉｃｒｏｓｏｆｔ 

        →次世代のデータベースサーバは、インターネットを標準に、さまざまな

インターネットクライアントからのアクセスを可能にする。 

 

○ ＡＳＣＩＩ  ２月号 

  特集  Ｔｈｅ 検証 

        →色々な噂の検証特集。パソコンのビデオ録画、乗り換えｿﾌﾄ、携帯端末の

メール等。本当に使えるのか。 

  特集  Ｅｘｃｅｌ９７の鬼と化す 秘孔１００ 

        →Ｅｘｃｅｌを使い込むには。達人になるためのテクニック、裏技のポイ

ントは。 

  特集  ＰＣユーザのための厳選お役だちサイト２００ 

 

 



→買い物、裏技、用語辞典など、使えるインターネットのサイト２００ 

 

○ ＡＳＣＩＩ ＤＯＳ／Ｖ  ３月号 

特集  Ｉｎｔｅｌ Ｎｅｗ Ｄｅａｌ 

→新年早々インテルから新ＣＰＵが登場。Ｃｅｌｅｒｏｎ-400/366、Ｄｉ

ｘｏｎ ＰｅｎｔｉｕｍⅡなど７ＣＰＵ。その性能は。 

特集  集中連載 ９９年のニューＯｆｆｉｃｅ 

→マイクロソフトのＯｆｆｉｃｅ２０００、シャストシステムのＯｆｆｉ

ｃｅ９などバージョンアップしたＯｆｆｉｃｅの特集 

  特集  ケータイモバイル新世紀 

→携帯電話、ＰＨＳがどんどん便利になっている。６４ｋｂｐｓのデータ

通信、携帯メールなど。大画面を備えてモバイル情報機器となってきて

いる。 

                                                                            

○ＰＣＷＯＲＫ  ２月号 

特集  Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００大百科 

→ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ5.0を改名したＷｉｎｄｏｗｓ2000。ＷｉｎＮＴの基

礎からＷｉｎ2000になってどう変わるか。 

特集  パソコンパワーアップ術 

→処理速度に不満を持ったとき、本体は変えずにどのようにパワーアップ

するか。5万円でできる方法。 

 

○ ＤＯＳ／Ｖｍａｇａｚｉｎｅ  ２月１５日号 

特集  最新ＨＤＤ乗り換え案内 

→大容量になってしまったＨＤＤ。交換からトラブルシューティング、購

入ガイドまで。 

特集  ドライバ/ＢＩＯＳアップデート学 

→最新ドライバ/ＢＩＯＳの情報入手テクニックと活用術。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


